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○ 総合学習Ⅰ
「自律」をテーマに自ら考え行動出来る力を総
合的に学ぶ時間として設定する。

１
通

81 ○ △

○ 志学Ⅰ

教育理念と学生行動指針に沿い、行動の仕
方、心の持ち方、あるべき姿を深く学び考え、
社会から必要とされ続ける“人財”となるべく基
本的思考、行動習慣を身につけていく。

１
前

26 ○ △

○ 中国語Ⅰ
実践的な中国語会話を目標とし、中国の文化、
人間性を学び、友好的な接遇を習得する。

1
通

210 ○ △

○ 沖縄観光Ⅰ
郷土の歴史・文化を知りプレゼンスキルを高め
る。観光地を知り、実践を図る事で自身のルー
ツを感じ発信していく力を養う。

1
通

22 ○ △

○ パソコン演習Ⅰ
ＰＣ操作の基本、ワードの基本操作を身に付け
る事を目的とする。校内又は自身のＰＣを利用
し実践的なトレーニングを実施する。

１
前

37 △ ○ 　

○ 実用英語
英文法の基礎を固め、多読、シャドウイング、
ディクテーションで実践的な英語力を養い、ス
キルの確認としてTOEIC受験を行う。

１
前

80 ○

○
インターンシッ
プ

講義や実技授業で得た知識を実践の場で体
験を行う事を目的とする。就職を意識し企業観
察を同時に行い、就職後をイメージした研修を
実施する。

１
通

124 ○

○ 秘書接遇

働く上での基本技能や資質を身につける事を
目標とし、職場での人間関係、文書作成、スケ
ジュール管理など社会人マナー等の基本ルー
ルを学ぶ。

1
前

32 ○ △

○
ドレスコーディ
ネート

多様化しているブライダルの形式に対応し、お
客様に対して的確なドレスアドバイスができるド
レスの基礎的実務知識・実務を習得します。

１
通

60 ○ △

○ 着装礼法Ⅰ
自分への着装を目的とする。着物の歴史や、
小物の名称を学び日本の民族衣装に興味を
持ち、技術向上を図る。

1
通

58 ○ △
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別表１

教育課程及び授業時数

（商業実務専門課程ホテル・ブライダル科ブライダルコース）

分類

授業科目名 授業科目概要
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次
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学
期

授
　
業
　
時
　
数

授業方法

○ 敬語レッスン
正しい敬語や発声の仕方を学び、場面ごとに
実践し体得する。

1
通

34 ○ △

○
ブライダル
コーディネート
Ⅰ

ブライダルの歴史から、結納、挙式、披露宴や
現在の動向等幅広い分野の知識の習得や働く
上での考え方を学び、国家検定ブライダルコー
ディネート３級取得を目指す。

1
通

60 ○

○
ブライダル
コーディネート
演習Ⅰ

ブライダル業界において必須となるヘアメイク、
フラワーアレンジ、空間演出におけるアイテム
等の装飾について実践で学ぶ。

1
通

68 △ ○

○
ウェディング
セレモニー演
習Ⅰ

講義で学んだ結婚式の基礎知識を応用し、設
定に応じた実現可能な結婚式のプランニング
をチームで行う。

１
通

20 △ ○

○ 就職実務Ⅰ

将来の就職を見据えて、企業研究を行う。ま
た、就職先の選定や内定を勝ち取る為に自己
分析をし、履歴書作成や面接に備える力を身
に付ける。

1
通

30 ○ △

○ 業界概論
ブライダルの業態や業種理解と共に、関連する
ホテル企業の違いや職種を学び、ブライダル
業界全体の理解を深める。

１
前

36 ○ 　

単位時間１年次合計 978 時間
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別表１

教育課程及び授業時数
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○ 　 総合学習Ⅱ
「自律」から「自立」をテーマに自ら考え行動出
来る力を総合的に学ぶ時間として設定する。

２
前

100 ○ △

○ 志学Ⅱ

何のために“生きるのか”“学ぶのか”“働くの
か”を、社会との繋がりの中で自身の生きる姿
勢や志について考え、将来の「やりがい」に繋
がることを見出し、準備をする。

２
前

30 ○

○
接客中国語
Ⅱ

実践的な中国語会話を目標とし、中国の文化、
人間性を学び、友好的な接遇を習得する。

２
前

32 ○ △ 　

○ 実用英語Ⅱ
英文法の基礎を固め、多読、シャドウイング、
ディクテーションで実践的な英語力を養い、ス
キルの確認としてTOEIC受験を行う。

２
前

68 ○ △

○ 沖縄観光Ⅱ
郷土の歴史・文化を知り渡航者へ伝えるプレゼ
ン能力向上を目的とする。実践を図る事で自身
のルーツを感じ発信していく力を養う。

２
前

36 ○ △

〇
ブライダル
コーディネート
Ⅱ

ブライダルコーディネーターに必要な幅広い知
識や接客に必要な技能・態度を学び、国家検
定ブライダルコーディネート２級学科合格を目
指す。

２
前

40 ○

○
ブライダル
コーディネート
演習Ⅱ

ブライダル業界において必須となるヘアメイク、
フラワーアレンジ、フォトウェディングや空間演
出におけるアイテム等の装飾について実践で
学ぶ。

２
前

36 △ ○

○
ウエディング
セレモニー演
習Ⅱ

模擬挙式実施を目標とし、プレゼンテーション
力を身に付ける。ブライダル企業と連携し、模
擬挙式を実践方式で行い、挙式のオペレー
ションを学ぶ。

２
前

84 ○ △

○ パソコン演習Ⅱ
ブライダル業界で働くために必要な資質を現場
での実技を通して体得する。業界の永久戦力と
なる人財を目指す。

２
前

26 △ ○

○ 　 着装礼法Ⅱ

お客様の着装を目的とし、着物着付中修取得
を目標とする。
（振袖の着付けと帯結び・留め袖の着付けと帯
結び）

2
前

40 ○ △
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別表１

教育課程及び授業時数

（商業実務専門課程ホテル・ブライダル科ブライダルコース）

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
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期

授
　
業
　
時
　
数

授業方法

○ 企業研究Ⅱ
就職目標企業へ入社をするための研究・対策
を行なう。併せて面接・自己分析・ビジネスマ
ナーを習得する。

2
前

20 ○ 　

○
選
１

総合学習Ⅱ
「自律」から「自立」をテーマに自ら考え行動出
来る力を総合的に学ぶ時間として設定する。

2
後

88 ○ △

○
選
１

接客中国語
Ⅱ

実践的な中国語会話を目標とし、中国の文化、
人間性を学び、友好的な接遇を習得する。

2
後

26 ○ △ 　

○
選
１

実用英語Ⅱ
英文法の基礎を固め、多読、シャドウイング、
ディクテーションで実践的な英語力を養い、ス
キルの確認としてTOEIC受験を行う。

2
後

32 ○ △

○
選
１

ブライダル
コーディネート
Ⅱ

ブライダルコーディネーターに必要な幅広い知
識や接客に必要な技能・態度を学び、国家検
定ブライダルコーディネート２級取得を目指す。

2
後

64 ○

○
選
１

ブライダル
コーディネート
演習Ⅱ

ブライダル業界において必須となるヘアメイク、
フラワーアレンジ、フォトウェディングや空間演
出におけるアイテム等の装飾について実践で
学ぶ。

2
後

24 △ ○

○
選
１

着装礼法Ⅱ

お客様の着装を目的とし、着物着付中修取得
を目標とする。
（振袖の着付けと帯結び・留め袖の着付けと帯
結び）

2
後

20 ○ △

○
選
１

パソコン演習Ⅱ
エクセルの応用操作を身に付ける事を目的と
する。校内ＰＣを利用し実践的なトレーニングを
実施する。

2
後

8 △ ○

○
選
１

マナー
プロトコール

国際儀礼や世界標準マナーとしての国際的な
マナーやエチケッ トを学び、文化や宗教の違
いを理解し、世界共通のマナールールを習得
する。

2
後

38 ○ △

○
選
１

企業研究Ⅱ
就職目標企業へ入社をするための研究・対策
を行なう。併せて面接・自己分析・ビジネスマ
ナーを習得する。

2
後

6 ○ 　
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別表１

教育課程及び授業時数

（商業実務専門課程ホテル・ブライダル科ブライダルコース）

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

授業方法

〇
選
１

観光地理
全国各地の観光箇所の名所・所在地を学ぶ。
ゲストに会話を楽しんでもらうための話題作りが
できるホテリエを目指す。

２
後

20 ○

○
選
２

入社前実習

進路決定者に関しては就職先にて必要不可欠
な一般常識・専門用語を習得する。現場にて
実践力を学び入社後に即戦力となるスキルを
身に付ける。

2
後

326 ○

単位時間

 ※選１若しくは選２を選択する

単位時間

２年次合計 838 時間

合計　3７　科目 1,816 時間
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